
３ 数学 

学校番号 318 

平成３１年度 数学科 

  

教科 数学科 科目 数学Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 数学Ⅱ、数学Ｂ（数研出版） 

副教材等 

大学入試センター試験対策 ニューステージ 数学演習Ⅰ・Ａ＋Ⅱ・Ｂ 

（数研出版） 

数学Ⅱ・Ｂプレテスト（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・まずは、数学Ⅱ・Ｂの基本的内容を演習問題を通して振り返りましょう。そして、これまでの

学習で忘れている部分に気づいたときには数学Ⅰ・Ａに立ち戻って、改めて再学習しましょう。

これまでの知識と繋がったときに、本当の意味で数学が楽しくなってきます。 

・一通りの振り返りの後に、センター試験を目標により実践的な問題に取り組むことで、その 

時点までに培った力を試しつつ、弱点をより明確にすることで、確かな数学の力を身につけ 

ましょう。 

２ 学習の到達目標 

数学Ⅱ･Ｂの基本的内容を定着させるとともに、総合的な問題を論理的に解答できるようにする。 

センター試験に向けて、着実な学力をつける。 

 ３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

関心をもつとともに，そ

れらを事象の考察に積

極的に活用して数学的

論拠に基づいて判断し

ようとする。 

数学的に考察し表現した

り，思考の過程を振り返り

多面的・発展的に考えたり

することなどを通して，数

学Ⅱ･Ｂにおける数学的な

見方や考え方を身に付けて

いる。 

数学Ⅱ･Ｂの範囲にお

いて，事象を数学的に

表現・処理する仕方や

推論の方法などの技能

を身に付けている。 

 

数学Ⅱ･Ｂの範囲にお

ける基本的な概念，原

理・法則などを体系的

に理解し，知識を身に

付けている。 

評
価
方
法 

定期テスト 

確認テスト 

演習・発表 等 

定期テスト 

確認テスト 

演習・発表 等 

定期テスト 

確認テスト 

演習・発表 等 

定期テスト 

確認テスト 

演習・発表 等 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学

期 

内

容 

単元

（題材） 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前
期 

式
と
証
明
・ 

複
素
数
と
方
程
式 

「ニューステ

ージ 数学

演習Ⅰ・Ａ

＋Ⅱ・Ｂ」 

整式の乗

法・除法 

式と証明 

二項定理， 
整式の割り算 

  ○ ○ a:高次式の展開における性質で考察するこ
とに意欲的に取り組もうとする。 

b:２種類以上の文字を含む整式の割り算
を，１つの文字に着目することで，１文
字の場合と同様に考えることができる。 

c:不等式 A＞B を証明するには A－B＞0 を
示せばよいことを利用して，不等式を証
明することができる。 

d:相加平均・相乗平均の大小関係を利用し
て，不等式を証明することができる。 

定期テスト 

確認テスト 

演習・発表

等 

恒等式， 

等式・ 

不等式 

 ○  ○ 

相加平均と

相乗平均 

 ○ ○  

高次方程

式 

複素数と 

その計算 

  ○ ○ a:１の３乗根の性質に興味・関心をもち，
具体的な問題に取り組もうとする。 

b:高次方程式を，１次・２次方程式に帰着
させるという考え方ができる。 

c:２次方程式の解に関する種々の問題を，
解と係数の関係を利用して考察すること
ができる。 

d:P(k)＝0 である k の値の見つけ方を理解
し，高次式を因数分解できる。 

２次方程式

の理論 

 ○  ○ 

因数定理， 
高次方程式 

○   ○ 

図
形
と
方
程
式 

点と直線、 

円と直線、 

軌跡 

点・直線・

円 

○   ○ a:線形計画法では，条件として与えられた
不等式の表す領域を図示することによ
り，鮮やかに最大値・最小値を求めるこ
とができることに興味・関心をもつ。 

b:直線や円などを，条件を満たす点の集合
として考えることができる。 

c:点が満たす条件から得られた方程式を，
図形として考察することができる。 

d:領域を利用する１次式の最大値・最小値
の求め方を理解している。 

定期テスト 

確認テスト 

演習・発表

等 

曲線と直線  ○  ○ 

軌跡と領域 ○   ○ 

三
角
関
数 

一般角の

三角関数 

三角関数

（１） 

 
相互関係、 

三角関数の

グラフ 

○ ○ ○ ○ a:周期関数に興味をもち，その性質を調べ
ようとする。 

b:三角関数の性質を，単位円を用いて考察
することができる。 

c:単位円上の点の座標を，三角関数を用い
て表すことができる。 

d:三角関数の性質とグラフの特徴を相互に
理解している。 

定期テスト 

確認テスト 

演習・発表

等 

三角関数の

加法定理 

三角関数

（２） 

 
加法定理、 

２倍角・半角

の公式、 

三角関数の

合成 

○ ○ ○ ○ a 加法定理から，２倍角の公式，半角の公式
を導こうとする。 

b:２倍角の公式を利用して，やや複雑な三
角関数を含む方程式・不等式の角を統一
して考えることができる。 

c:合成後の変数のとる値の範囲に注意し
て，asinx＋bcosx＝k の形の方程式や不等
式を解くことができる。 

d:x の関数 y＝asinx＋bcosx の式を変形し 

て，関数の最大値・最小値を求めること 

ができる。 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

指数と 

対数関数 

指数関数 

 

○ ○ 

 

○ ○ a:指数法則が成り立つようにするには，0

乗，負の整数乗，分数乗をどのように定
義すればよいかを調べようとする。 

b:指数関数の増減によって，大小関係や方
程式・不等式を考察することができる。 

c:指数と対数とを相互に書き換えることが
できる。 

d:指数関数・対数関数のグラフの概形，特
徴を理解している。 

定期テスト 

確認テスト 

演習・発表

等 
対数関数  ○ ○ ○ 



前
期 

微
分
法
・
積
分
法 

微分 導関数と 

接線 
○   ○ a:平均の速さと瞬間の速さに興味をもち，

平均変化率や微分係数との関連を考察し
ようとする。 

b:導関数を表す種々の記号を理解してい
て，それらを適切に使うことができる。 

c:最大・最小の応用問題では，変数のとり
方，定義域に注意している。 

d:F’(a)＝0 は，f(a)が極値であるための必要
条件ではあるが，十分条件ではないこと
を理解している。 

定期テスト 

確認テスト 

演習・発表

等 

関数の極大 

・極小 
 ○ ○  

関数の最大 

・最小 
○  ○  

微分法の 

応用 
 ○  ○ 

積分 不定積分・

定積分 
○ ○  ○ a:積分法が微分法の逆演算であることか

ら，不定積分を求めようとする。 
b:定積分が，図形の計量に関して有用であ
ることを認識している。 

c:面積を求める際には，グラフの上下関係，
積分範囲などを図をかいて考察してい
る。 

d:放物線と直線の交点の座標が複雑な値で
あるとき，放物線と直線で囲まれた部分
の面積を，定積分の公式を利用してうま
く求める方法を理解する。 

面積の計算

（１） 
 ○  ○ 

面積の計算

（２） 
 ○ ○  

ベ
ク
ト
ル 

平面上の

ベクトル 

平面ベクトル

の基本 
○  ○  a:位置ベクトルを用いて平面図形について

の命題を証明しようとする。 
b:ベクトルの分解の一意性を理解し，計算
に利用できる。 

c:3 点が一直線上にあることをベクトルで
表現して利用できる。 

d:図形の性質をベクトルで表現して扱うこ
とができる。 

定期テスト 

確認テスト 

演習・発表

等 

平面ベクトル

と図形 
 ○ ○ ○ 

空間の 

ベクトル 

空間ベクトル

と図形 
○   ○ a:空間のベクトルと平面のベクトルを比較

して考察しようとする。 
b:空間のベクトルの成分を座標空間と関連
づけて考察できる。 

c:成分表示されたベクトルを，3 つのベクト
ルの和，差に表現できる。 

d:ベクトルの垂直条件を理解し，計算に利
用できる。 

後
期 

数
列 

等差数列と

等比数列 

等差数列 

・等比数列 
 ○  ○ a:数の並び方に興味をもち，その規則性を

発見しようとする意欲がある。 
b:数の並び方からその規則性を推定して，
数列の一般項を考察できる。 

c:数列に関する用語，記号を適切に用いる
ことができる。 

d:初項と漸化式から数列の一般項が求めら
れる。 

d:階差数列を利用して，もとの数列の一般
項が求められる。 

定期テスト 

確認テスト 

演習・発表

等 種々の数列 ○  ○ ○ 

漸化式 漸化式と 

数列 
○  ○ ○ a:おき換えや工夫を要する複雑な漸化式に

ついて，考察しようとする。 
c:おき換えを利用して，漸化式から一般項
を求めることができる。 

d:漸化式の意味を理解し，具体的に項が求
められる。 

セ
ン
タ
ー
試
験
模
擬
問
題
の
実
施
と
そ
の
解
説 

【数学Ⅱ・B 

プレテスト】 

 

センター試

験模擬問題

に取り組む 

（全10回分） 

○ ○ ○ ○ a:これまでに学習した数学Ⅰ・A・Ⅱ・B に
ついて、単元ごとに最初に学んだ時には
関連性がないと思われていたことがいろ
いろな部分で絡み合っていることに気づ
きその理由を見出そうとする。 

b:複数の分野が、繋がっていることを理解
する。 

c:最も適した解法を選ぶ力を身につけてい
る。 

d:基本的な概念・原理・法則を理解し、知
識を身につけている。 



 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


